
単元の目標

単元の評価規準

「自ら学びに向かう児童の育成」の実現をめざした 学年の取り組み

本校の児童は，第５学年のシブヤ科
で，明治神宮の神主さん等の協力を得
て，鎮守の森を残すために尽力してきた
先人の生き方を学ぶ。歴史の中にシブ
ヤを位置付けた児童は，第６学年で世
界に目を向け，シブヤを立体的に見るこ
とができるようになる。情報を集め整理
する中で新たな視点を獲得し，他者と意
見を交流する中で考えを深めていく経
験は，卒業に向けて自分の将来につい
て考える際の土台となる。
本学年の児童は，年度当初，「他者の
言動や意見に興味をもつこと」「学びを
基に行動すること」があまり得意ではな
かった。そこで学年は，本校の研究テー
マ「自ら学びに向かう児童の育成」を受
け，「問題を主体的に解決し，根拠に基
づいて自分の考えを積極的に表現する
子」の育成を目指し実践を積み重ねて
きた。とくに重視してきたのは，日々の学
習における振り返り活動である。教科や
単元に関わらず，常に「他者の言動や
発言に興味・関心をもち，共感・受容し

ようとしているか」を見取るように努めて
きた。シブヤ科で目指している「よりよく
するために主体的に自己や集団に関わ
り，多様な他者と協働して積極的に社
会に参画しようとする」態度の育成にも
つながると考えている。
＜蒼玉の瞳プロジェクト 年間の流れ＞
❶ 導入期：視野を広げたい！
児童の学びを活性化するための導入
として，ワイルド作「幸福の王子」を活用
した。「世界について調べよう」「SDGｓ
を学ぼう」と始めるのではなく，「そもそ
も世界を知る意味があるのか」「調べる
のはなぜか」を議論することから始め
た。議論を通して，「知らない方が楽しい
と思っていたけど，世界のことを知ること
から，世界を変えることが始まると思う」
という意識が広がり，世界に目が向くこ
ととなった。プロジェクト名の「蒼玉の
瞳」は「幸福の王子」の「蒼い目」を意
識して生まれたものである。
❷ 探究期：世界を知りたい！
世界を探究する際の枠組みとして，

SDGsの視点を活用した。探究の過程
で，児童の一人が，「地域の公園の設立
にあたって地域の子供の意見を求めて
いる」という情報を入手し，そこから地域
の公園づくりの会議にも参加してきた。
本時の動画のリメイクは，冬休み前に

作成した動画に対しての，地域の方々か
らのコメントを受けて行う。自分たちなり
に真剣に作ったものに対する意見を悔
しく捉える児童がいてもよい。そういう児
童が，それでも自分たちの動画をよりよ
くしたいと考えていけるよう，次週にシリ
アの難民の方を迎えた授業を計画して
いる。学習の原点を確認する時間とした
い。児童が，さらに力を磨きたいと希望
したときのために，「伝わるプレゼンづく
り」を専門にしている大学の教授からの
特別授業の機会を準備している。
❸まとめ期：ぼくは・私はこう生きたい！
❶❷の学習を基に，自分のこれからを
考えていく。シブヤを，そして世界を担っ
ていく存在へ成長していってほしいと
願っている。

単元の指導計画

〇 自分や自分の地域・国を客観的に見つめ，現代社会を生きる一人として自信をもって世界の人々と共に

生きていこうとすることができる。

❶ 導入期：蒼玉の瞳プロジェクト
・世界の人々の生活への興味・関心の芽を育む
・統計の見方・考え方等を学び，
世界を多角的に見るための準備をする。

関連：算数「資料の整理」「データの活用」

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

• 探究的な学びを通して，様々な国の
人々の生活（生き方）を知る。

• 自分たちの生活と世界の人たちの
生活の中のつながりを知る（社会的
つながり，生態系的つながり）。

• 発表方法としての動画制作のプロ
セスを知る。

• 立場の違いは，コメントの違いとして
表れることがあることを知る。

• 課題に応じて情報を収集しまとめ
る活動を通して，情報を整理する。

• 動画を制作する過程で，よりよい表
現を求め改善すると同時に，学習
計画の見直しを行う。

• 自分の表現を，違う視点から捉え
直し，更によいものとして表現する。

• 地域の大人からのコメントを踏まえ
て前回制作した動画を見直し，自
分たちの動画のよいところに気付
き，自分の成長を今後の活動の自
信へとつなげる。

• 改善点を具体的にすることがさら
なる成長につながることに気付き，
動画の改善の過程そのものを楽し
む。

６年 総合的な学習の時間 学習指導案
「蒼玉の瞳プロジェクト」

渋谷区立神宮前小学校 学級 ６年１組組（29人）・２組（30人）

令和５年１月２５日（水）5校時

２４時間

❷探究期：SDGsで世界を見る
・SDGsを通して，世界の出来事を探究する。
・SDGｓをテーマとした劇をつくり，学芸会で演じる。
・動画へのコメントやゲストティーチャーとの交流をきっか
けに， 学習を深める。

関連：社会「日本とつながりの深い国々」

❸ まとめ期：自分を振り返る
・これまでの学習を基に世界の中で生きていく自分に
ついて考える。

関連：国語「今，私は，ぼくは」
理科「地球に生きる」
社会「世界の未来と日本の役割」

２８時間 １８時間



本時

学習内容・学習活動 留意点/教材・教具

導
入

○本時の課題に出会う。
これまでの振り返り：
T SDGｓについて調べたことで動画を作ってきました。
どういうところを頑張ってきましたか。

C 話す練習をした。
C 調べるのに時間がかかった。
C はじめて動画編集をしたから難しかった。

T そんな，みんなの動画を校長先生に見ていただきまし
た。校長先生が気に入ってくださって，ぜひ学校以外の
人にも紹介したいと言ってくださっています。ただ，もっ
とよくできないか考えてみてほしい，とのことでした。
リメイクしてみませんか。

T 今日，先生のところに，皆さんの動画へのコメントがあ
ります。これを見てみませんか。

C 見てみたいです。
C どんなことが書いてあるのかなあ。

〇 自分たちの動画について振り返る
自分たちの動画の良いところ，改善
点を，自分たちの視点で考えてみる
（Ａ）。
〇 授業配信担当の児童に声掛けし，オ
ンラインの児童にも授業が届くように
する。時々，授業者はこの配信担当の
児童を確認する。

〇 コメントを読み，自分たちの考え（Ａ）
と比較することで，立場の違いがコメ
ントの違いに表れていることに気付く。
〇教室内の児童は，カードでコメントを
読むことができる。オンラインでつな
がっている児童は，チャネル内のファ
イルでコメントを読む。

展
開

〇課題の解決を目指して動く
T いろいろな情報がありそうですね。リメイクするのに，
何をする必要があると思いますか。

C コメントを整理する。
C 必要な情報を集める。
C 練習する。
T では今日は，最初のステップとして，コメントの整理か
ら始めましょう。まずは，自分なりの整理をExcelではじ
めてください。時間が経ったら声を掛けるので，グルー
プで自分たちの考えを画用紙に整理してください。授
業の最後に教えてほしいと思います。

〇 Excelの個人シートで自分なりに情
報を整理する。改善につながるコメン
トとそうではないコメントが存在するこ
とに気付く。（自力解決）

〇Excelの共有シートを開き，意見交流
を行う。（オンライン小集団交流）
〇 Teamsでつないでいるオンラインの
児童の様子を注意しておく。

〇まとめ用の画用紙とペンを配布する。

〇学習を振り返る
Ｔ そろそろ時間だと思います。リーダーの皆さん，グルー
プの中で声を掛け合ってすすめてください。

授業後：
「具体的な改善点が見えることでさら
によくなりそう。」

ねらい：
自分たちが制作した動画に寄せられた地域の大人の方々からのコメントを整理する活動を通して，自分たちの
動画の良かったところ・改善できるところに気付き，次時以降のリメイクの活動計画を立てる。【課題の再設定】

プラットフォーム：Teams（グループごとのチャネル）
コメントの共有：PowerPoint
情報の整理：Excel 振り返り：Excel

（２２/２８）

動画リメイクの計画を立てよう

「自ら学びに向かう児童の育成」を実現するためには？

：

RQ



自分の授業に活かしたいこと/この授業をもとにした展望

学校名 記入者名

授業者へのメッセージ/フィードバック

フィードバックシート

令和５年１月２５日



授業観察の視点

単元を貫く授業デザイン/学習環境デザイン

SDGsの捉え
ある日一人が言った。「SDGｓの学習っておかしくないか
な。これまで大人が作ってきた課題なのに，これから解決し
なければいけません，みたいに言われる。このことを学ぶの
は大切だと思うよ。でも，これを知らなければいけないのは
大人じゃないのかな。」ー鋭い意見だと感じた。SDGsの学
習で，「SDGｓを学ぶ」のではなく，当たり前を「問い直

す視点」を学べるように学びの足場を準備してい
きたい。「問い直す視点」を手に入れた児童に
は，新しい社会を希望をもって創造していって
ほしいと考えている。

２クラス＋オンライン授業
１月末は，６年生の登校が激減することが予想される。そこ
で本時は，１組２組合同で行う。更に，Teams会議も開き，
オンライン授業参加も可能にする。そこで今回は６年両担任
が指導者として入ることとし，一方が授業を進行し，もう一
方がオンラインをケアするという形をとる。このような授業の
形態は，年間通しても行ったことがない。授業の
大半はグループでの学習となるため，児童のこれ
までの学びや課題への取り組みがそのまま表れ
る。指導者側として緊張していると同時に，児童
の姿を楽しみにしている。

学習推進力の涵養を目指して
常に好奇心を大切にしている。それは，学びを
机上の空論にしないためである。学習の過程に
おいても，個人・グループは，自分たちの興味や関
心を必要性や残り時間等と調整しながら自らの学びのプロ
セスを絶えず修正している。 本時は，自分たちの動画に対
しての他者の評価と出会う時間となる。ワクワクやドキドキと
いった気持ちの高まりを大切にしたい。本時に至るまで，自

分たちで学習計画を立てることを大切にしてきた。児童が
これからの学習に向けてどのような方針を生み出して
いくのか，授業者自身も楽しみたい。

本時のICT活用
Teams:グループごとにチャネルを準備して

いる。児童どうしがつながるためのプラットフォー
ムである。

PowerPoint: 多くの班が発表ツールとして活用。記録機
能の活用を「ちょうどよい」と考えているグループが多い。
どのアプリケーションをコメントを共有の手段とするか悩ん
だ末，本時ではPowerPointを活用することとした。
Excel：コメントの分析，友達との意見交流，振り返りの時間
に活用。本時で使うファイルは，各チャネルのファイル内に準
備し，共同編集できるようにしている。

学習集団の
単位

学習推進力
の涵養

問い直す眼鏡
としてのSDGs

本時のICT活用

本時に向けて参考にした文献
文部科学省（2018） 「小学校学習指導要領解説 総合的な学習編」
渋谷区教育委員会(２０21) 「シブヤ科の手引き」
国立教育政策研究所(2020) 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」
奈須正裕(2021) 「個別最適な学びと協働的な学び」東洋館出版会
オスカー・ワイルド(2002 )「幸福の王子」 にっけん教育出版
ハンス・ロスリング(2019) 「FACTFULLNESS」日経BP
キース・ソーヤー(2021)「クリエイティブ・クラスルーム 『即興』と『計画』で深い学びを引き出す授業法」英治出版

【図３ リフレクションノート】
学習推進力の涵養には，自分の学習（自分たちの学
習）の位置付けについて振り返る時間が必要だと考
えている。６年生の児童は，５年生の時からTeams
のチャネル内にエクセルの共同編集機能を活用して
リフレクションノートを作ることを習慣としてい
る。授業の終わり10分ぐらいのところで，児童か
ら，「振り返り書こう」という声が上がり，リフレ
クションの時間が始まる。

【図２単元スタート時に児童が
作成したチャネルの中身】
児童は，単元導入で本単元の

最終的な「アウトプット」の形
態について知ると，左のファイ
ルを準備した。児童が「発表用
のデータ」と「情報共有するた
めのデータ」を分けて考えてい
ることが分かる。
児童の中で，情報を蓄積する

段階と情報を精選し発表を作っ
ていく段階とを分けて考えてい
る様子が見られる。

【図1 寄せられたコメント】
作成した動画への保護者・地域の方からのコメント。授業内で

はカード化して配布する。オンラインでつながっている児童との
交流のために，今回はパワーポイントで配布することとした。

Q：本時の中でのタブレット活用は適切であったか。


